

















アトランティスとは紀元前四世紀,プラトン晩年の対話篇 『クリティアズ- 自然について- 』及



































































































































































学研究所 (perstpectivehouses),音響研究所 (sound-houses),香料研究所 (perfume-houses),機関研

































































二年に生まれたニュー トンもこの王立協会の中で活躍の場を与えられている.べイコンが 『ニュー ･ア
トランティス』を著したからこそ王立協会が日の目を見たのであり,王立協会があったからこそニュー
トンのあの偉大を発見 ･発明も可能であった,とそのように言っても過言ではないであろう｡
さらに言及するならば,一九世紀に至りダーウィンはビーグル号航海中において自然界の綿密な観察
により資料を収集して,その分類検証の上に自然選択 (NaturalSelection)の理論を導き出した｡その
実証科学的帰納の方法はまさにベイコンのものであり,『種の起源』(OntheOn'ginofSpecies,1859)
の扉の裏にはベイコンの 『学問の進歩』からの一部抜粋も掲げられているのである｡
さらにまた死を直前にしてのベイコンの雪による鶏肉腐敗防止の実験は,現在の日本は言うに及ばず
おうよそ科学技術の発達している国ではどこの家庭にも冷蔵庫が置いてあることを考えるならば,まさ
に稚拙としか言いようがなく苦笑いさえ禁じえない｡だがベイコンのこの実験精神は王立協会の設立か
らさらに発展して,英国をして他のヨーロッパ諸国に先駆けて産業革命 (IndustrialRevolution)を達
成させ,さらにヴィクトリア女王の時代になると国力はますます増大し植民地を拡大して文字通り七つ
の海を支配する最強工業国家となる｡ベイコンこそが近代実用科学の祖であり科学的世界観の先駆者で
ありさらにまた自然改造の提唱者でもあったと言われる所以がここにある｡
そして最後に 『ニュー ･アトランティス』において最も着目すべきは,ソロモン実験科学総合研究所
の長老が四番目の儀式と典礼について説明する前に,わずか数行ながら次のように語っている点である｡
Andthiswedoalso:wehaveconsultations,whichoftheinventionsandexperienceswhich
wehavediscoveredshalbepublished,andwhichnot;andtakealanoathofsecrecy,forthe
concealingofthosewhichwethinkfittokeepsecret;thoughsomeofthosewedoreveal
sometimestotheState,andsomenot.
FrancisBacon,op.cit.,p.297.
すなわち会議を開いて発明した物とか実験した物のうちでいずれを公表するかを決定し,秘密にして
おくのが妥当であると判断された物は,皆の者で神に誓いを立ててから,その秘密を厳守するのである｡
もっともこの研究所は国家から独立した機関 ･組織ではあるが,国家の存亡にとって最重要と判断され
た物は,その秘密を国家に対して明かすことがあるけれども｡
ベイコンは科学技術の進歩 ･発展による人間王国-の大きな夢を抱いてはいたが,その一方で科学技
術の発達が人類にとって逆に悪用され災いとならないようなチェック機構 ･危険防止体制の必要性につ
いても,すでに警告を発していたのである｡まさに偉大な予言者であったと言わねばならない｡
だがベイコン以後の科学の進歩は,そのチェック･アンド･バランスおよびフェイル ･セイフの機能
原理を十分に採り入れることなく突き進んできたのである｡火薬の発明はさらにより破壊力の強大なダ
イナマイトとなり,現在では瞬時に地球をも消滅させかねない核爆弾の時代となっている｡その核爆発
による脅威からは,ソ連邦が解体して東西冷戦構造が弛んだことにより取り敢えずは解放されそうでは
あるが,他方で諸刃の剣でもある科学技術による地球環境の破壊は停まる所を知らないのである｡現代
文明の利器であるはずの科学技術が産み出した数多の工業製品は,逆に河や海を汚し森林を荒廃させ,
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大気を汚染して酸性雨を降らせ,オゾン層に穴まで開けつつある｡科学の究極の目的は万物の創造主た
る神に無限に近づくことにより生命 (神に似せて創られた人間をも含めて)を造り出すことであるとも
言われるが,造り出した物の結果に責任を持とうとしない現代の科学者達｡ジェット機で一つ飛びと小
さくなりつつある地球にもかかわらず国家エゴ (その国家を成り立たせているのも神が不完全にしか創
らなかった人間なのだが)の壁は容易に突き崩すことが出来ず,北の繁栄飽食の一方では南の貧困飢餓｡
アンテイ
ベイコンの求めたユートピアはことここに至り反ユートピアの地獄へと堕してしまわざるをえないのかO
宇宙へとロケットで飛び出しての実験までが可能な現代の科学技術の驚異的進歩とは反比例するかのよ
うに増大しつつある環境汚染物質の大量生産大量消費による自然破壊｡自然を征服して人間王国の実現
を希求したベイコンが二〇世紀未の地球のこの現状を目撃したならば,何と言って未来への展望を披渡
してくれるであろうか｡
(1992年10月30日受理)
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